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要約 

スࢡーࣝカ࢘ンセラーには㸪学ᰯ⌧ሙに༶ᛂした実㊶の▱が求められる。特に௒日では㸪ࢳーム学ᰯや多文

化♫఍などを⫼ᬒに㸪ますます多ᵝな▱㆑ᢏ⬟が求められ㸪㣴ᡂ教育のᕤኵも重要と考えられる。そこで➹

者らは㸪⡿ᅜでスࢡーࣝカ࢘ンセラー㣴ᡂの認ドࢥースをᣢつࢽューࣚーࢡᕤ⛉大学と臨床心理士・公認心

理師㣴ᡂࢢࣟࣉラムをᣢつおⲔのỈዪ子大学の共同ᤵᴗとして㸪学ᰯ⌧ሙにおける多文化理ゎと子ども支援

を内容とするᤵᴗを㸪2016 年と 2018 年に行った。本✏では㸪それらの講⩏内容についてሗ࿌し㸪スࢡーࣝ

カ࢘ンセラー㣴ᡂについて♧၀を得た。 

 

キー・ワード：スࢡーࣝカ࢘ンセリンࢢ㸪スࢡーࣝカ࢘ンセラー㣴ᡂ㸪多文化理ゎ� ᅜ㝿༠ാ 

 
I プログラムの理念と経緯 

スࢡーࣝカ࢘ンセラー（以ୗ SC）には㸪ಶู

カ࢘ンセリンࢢの力だけでなく㸪学ᰯ⌧ሙで教師

と༠ാするための▱㆑ᢏ⬟➼がᖜᗈく求められる。 
例えࡤ㸪⡿ᅜでカ࢘ンセリンࢢおよび関㐃㡿ᇦ

における㣴ᡂ教育のᇶ‽ᥦ౪と認ド➼を行う 
Council for Accreditation of Counseling and 
Related Program（CACREP）では㸪スࢡーࣝカ

࢘ンセリンࢢ㡿ᇦのධ㛛教育として㸪（a）スࢡー

ࣝカ࢘ンセリンࢢのṔྐと発ᒎ㸪（b）スࢡーࣝカ

࢘ンセリンࢢࣟࣉ・ࢢラムのࣔࣝࢹ㸪（c）P-12の

ໟᣓ的キࣕリ࢔発㐩ࣔࣝࢹ㸪（d）学ᰯ࣋ースのࢥ

ラ࣎レーࢩョン㸪ࢥンࢸࣝࢧーࢩョンࣔࣝࢹ㸪（e） 
P-12 の教育に特化した࢔セス࣓ンࢺ㸪をᇶ♏に㸪

カ࢘ンセリンࢢだけでなく㸪ࢩスࢸムኚ化や多⫋

ョン㸪༴ᶵᑐᛂࢩーࢸࣝࢧンࢥーム㸪ಖㆤ者ࢳ✀

➼の多ᵝなഃ㠃での SC 役๭の理ゎや㸪スࢡーࣝ

カ࢘ンセリンࢢࣟࣉ・ࢢラムの࢖ࢨࢹンや心理教

育➼が実᪋できる力㔞㣴ᡂを㸪SC 㣴ᡂ教育の必

㡲㡯┠として♧している（CACREP㸪n.d.）。 
本㑥では㸪臨床心理士・公認心理師ともに㡿ᇦ

ᶓ᩿的資格であり㸪SC に特化した大学・大学院

教育における認ドࢢࣟࣉラムではない。一方で㸪

学ᰯ⌧ሙで求められる▱㆑やᢏ⬟はᖜᗈく㸪他㡿

ᇦと本㉁的ᢏ⬟は共㏻とはいえ㸪学ᰯ⌧ሙに特化

したලయ的な実㊶を学ࡪことで理ゎできる事᯶も

多いはࡎである。上記 CACREP では最ప 48 ༢

఩（2020年以㝆は60༢఩）のSCに特化した学

びをᶆ‽としている。それだけの学びが本来は

SC実㊶に必要であるなら㸪2㹼6༢఩࡯どの学ᰯ

臨床関㐃のᤵᴗでఱをすべきか。୙㊊を他の⛉┠

➼でどう補うか㸪相ᛂのᕤኵが必要である。しか

もࢳーム学ᰯやいࡌめ予㜵など㸪学ᰯ⌧ሙで SC
に求められることは増加している。それらにもᑐ

ᛂできるSC教育を考えることは重要である。 
とこࢁで㸪こうした㣴ᡂのၥ題を考える上では㸪

ඛのような SC 㣴ᡂࢩスࢸムがある⛬度ᶆ‽化さ

れているᅜのᕤኵを学ࡪこともࡦとつの方ἲであ
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う。SCࢁ 活動は㸪ᅜやᆅᇦの教育ᨻ⟇と⤖びつ

いて㸪ᅜによるᕪもある一方で㸪学ᰯというሙで

の子どもの課題や㸪学ᰯというሙでの支援には共

㏻点もある。SC 活動や SC 㣴ᡂのᕤኵには㸪ᅜ

を㉸えて相஫に学ࡪべきものがあると考えられる。 
特に⡿ᅜでは㸪⡿ᅜSC༠఍（American School 

Counselor Association: ASCA）が㸪SC活動のᴫ

要を♧すࣔࣝࢹ（ASCAࣔࣝࢹ）や㸪必要なスキ

ࣝ➼について㸪多くの資ᩱを SC にᥦ౪し㸪大学

院では CACREP の認ドを受けた SC 㣴ᡂࢥース

が多くの大学院にタけられている。本㑥に୙㊊し

ているయ⣔的なSC教育という点で⯆࿡῝い。 
そこで➨一➹者は㸪SC 教育に長くᦠࢃり

（Stone & Dahir㸪2016）ASCA で主導的な立ሙ

にある➨஧➹者と交ὶを重ࡡてきた。その㝿㸪

2016年ኟと2018年ኟの2ᅇにࢃたり㸪ᡤ属する

ᕤ⛉大学（以ୗࢡューࣚーࢽ NYIT）大学院 SC
㣴ᡂࢥースとおⲔのỈዪ子大学大学院発㐩臨床心

理学ࢥースの共同ᤵᴗのᶵ఍を得た。 
NYITの大学院SC㣴ᡂࢥースは㸪CACREPの

認ドを受け㸪➨஧➹者を୰心に㸪主にࢽューࣚー

 。ᕷཬび࿘㎶でാくSCの㣴ᡂを行っているࢡ
ASCA ࣝࢹࣔ 3 ∧（⌧在 ASCA では 4 ∧に⛣

行୰）では㸪多文化カ࢘ンセリンࢢ理論や多文化

ンスを習得し㸪多文化♫఍や多文化な文ࢸࣆンࢥ

⬦を㋃まえた活動ィ⏬➼を行うことが必要とされ

ている。そのため SC 㣴ᡂにおいても㸪多文化理

ゎスキࣝを㣴う⛉┠が必㡲とされており㸪NYIT
では㸪後㏙の多文化࣑ࢥュࢸࢽィをゼれる⛉┠と㸪

多文化理ゎの࣐࢖ージョン教育としてᾏ外で行う

ᤵᴗ⛉┠の2つが㛤タされていた。➹者らは㸪後

者のࠕ教育カ࢘ンセリン683ࢢ␒㸸ࣟࢢーࢥࣝࣂ

ンࢸキスࢺにおける多文化主⩏とカ࢘ンセリンࢢ

（EDCO 683 Multiculturalism and Counseling 
in a Global Context）ࠖというᤵᴗを㸪おⲔのỈዪ

子大学（日本）で行うことを考えた。➨஧➹者は㸪

⡿ᅜの SC 教育との交ὶは௒後の日本の SC 活動

や SC 㣴ᡂにも♧၀を୚えるであࢁうし㸪ᆅᇦ♫

఍の多ᵝ化は日⡿ともに増加の一㏵であって㸪多

ᵝな文化的⫼ᬒをᣢつࢡラ࢚࢖ンࢺとのカ࢘ンセ

リンࢢに必要な▱㆑やᢏ⬟を⋓得することは㸪཮

方の学生にとって重要と考えた。またNYIT学生

にとってᾏ外での学習では㸪ே✀的・Ẹ᪘的・文

化的・᐀教的・教育的な特ᚩをその文化にᾐるこ

とでయ㦂的に学べる。日本での㛤ദであれࡤ㸪࢔

ジ࢔文化ᅪにおいて㸪ジ࢙ンࢲー・性ᚿ向・᐀教・

♫఍⤒῭的ᆅ఩や⬟力・㞀ᐖなどのᖜᗈい多ᵝ性

がどのようなᙳ㡪をᣢつかを᥈求し㸪ᆅᇦの᪋タ

において多ᵝな࢔ジ࢔文化にฟ఍える。これらを㸪

➨஧➹者は当ヱ⛉┠の┠的とした。 
一方㸪➨一➹者がᡤ属するおⲔのỈዪ子大学の

大学院ே間文化๰ᡂ⛉学研✲⛉発㐩臨床心理学ࢥ

ースは㸪臨床心理士資格認定༠఍の➨一✀指定ᰯ

であるが㸪ᪧᐙᨻ学部ඣ❺学⛉のఏ⤫もあり㸪⚟

♴・教育ศ㔝での子ども支援を┠指す学生がẚ㍑

的多い特ᚩがあった。教育センターの心理相談員

や SC を修士修஢後の進㊰とする学生もᑡなくな

い。SC をめࡊす NYIT 学生との交ὶを㏻して㸪

⡿ᅜでの子ども支援について生のኌを⫈き㸪

NYIT 学生と共に子ども支援のሙに㉱いたり㸪支

援のྍ⬟性について考えたりすることは㸪௒後子

ども支援を行う上でも㸪多文化理ゎという点でも㸪

学生にとって㈗重な学びのᶵ఍になると考えた。

さらにNYITとの共同ᤵᴗであれࡤ㸪⡿ᅜでの大

学院教育の一➃を㸪ᅜ内にいながらయ㦂できる฼

点もある。 
➨一➹者は㸪ࠕ学ᰯ臨床心理学特論 ࢽュ࣑ࢥࠕࠖ

ィ心理学特論ࠖなどのᤵᴗを大学院で担当してࢸ

おり㸪2016年度は࣑ࢥࠕュࢸࢽィ心理学特論 まࠖ

た 2018 年度はࠕ学ᰯ臨床学特論ࠖをNYIT との

共同で行うこととした。後㏙のように㒔内の多ᵝ

な文化的ᆅᇦをめࡄる 2016 年度のࢢࣟࣉラムは

ィ心理学特論ࢸࢽュ࣑ࢥࠕ 㸪ࠖSC活動➼について

の発表を୰心とした2018年度のࢢࣟࣉラムはࠕ学

ᰯ臨床心理学特論 とࠖし㸪共同ᤵᴗのṇつᒚ修で㸪

おⲔのỈዪ子大学学生は㸪それらの⛉┠の༢఩を
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取得でき㸪NYIT 学生は㸪NYIT から上記

EDCO683の༢఩が取得できる௙⤌ࡳである。 
なお㸪2016年ኟの共同ᤵᴗでは㸪NYIT学生の

受けධれに当たり㸪日本学生支援ᶵᵓ（以ୗ

JASSO）の͆ ༠定受けධれ に͇よる資㔠援助を受

けることもできた。NYIT 学生ྛேにዡ学㔠がᤵ

୚されるไ度である。このไ度の᮲件として㸪日

本ㄒ教育講ᗙやレ࣏ーࢺのᥦฟ㸪日本ே学生との

交ὶなどがあり㸪2016年度はそれらも行った。 
本✏では㸪これら2016年ኟと2018年ኟの共同

ᤵᴗについてሗ࿌し㸪௒後の SC 㣴ᡂ࡬の♧၀を

得ることを┠的とする。 

 

Ⅱ プログラムの実際 

1．2015年夏のプログラムからの示唆 

2016 年ኟのࢢࣟࣉラムにඛ㥑けて㸪2015 年ኟ

に㸪NYIT で➨஧➹者らが࣐ンࢵࣁタンと࿘㎶で

行った多文化スキࣝ育ᡂのᤵᴗに㸪本学の大学院

生3名と➨一➹者がཧ加した。そのᴫ要はู㏵ሗ

࿌したが（ఀ⸨・ึ ⃝・ᐑ部・Ⳮⵦ・Dahir㸪2016）㸪
多文化࣑ࢥュࢸࢽィであるࢽューࣚーࢡᕷの特長

を活かして㸪ࣄスパࢡࢵࢽ㸪ࣘࣖࢲ㸪࢖スラム㸪

ィをゼれ㸪当ᆅࢸࢽュ࣑ࢥ㸪୰ᅜなどのࢡࢵラࣈ

の支援者や当事者から㸪支援やࢽーࢬについて講

ヰを⪺き㸪見学や⌧ᆅでの㣗事などを㏻して㸪ྛ

文化をయ㦂するものであった。それࡒれに␗なる

文化を࿡ࢃい㸪多くのሙྜその࣑ࢥュࢸࢽィのฟ

㌟者である支援者から生のኌを⪺くことは㸪生き

ることを㏻してๅ新され㸪⏘ࡳฟされ⥆ける文化

を㸪⫙でឤࡌる⤒㦂であった。また㸪多ᵝな文化

的⫼ᬒをᣢつཧ加者との交ὶからも文化的య㦂を

῝められ㸪日本ேすなࢃち࣐ࣀ࢖リࢸィとして⾤

を歩くことも␗文化య㦂になった。 
 このࢽューࣚーࢡでのࢢࣟࣉラムを㋃まえて㸪

2016年ኟのࢢࣟࣉラムの要件として㸪以ୗを考え

た。（a）ᮾிの多ᵝな文化的࣑ࢥュࢸࢽィをゼၥ

する㸪（b）ྛ࣑ࢥュࢸࢽィで㸪༢なる見学でない

本㉁的理ゎに繋がる⤒㦂ができる㸪（c）NYIT 学

生にはᮾி⁫在そのものが␗文化య㦂であるから㸪

日本の文化的理ゎが῝まる㸪（d）‽備ᮇ間が▷く

ึᅇなので㸪多数の多ᵝな࣑ࢥュࢸࢽィをゼၥで

きなくとも㸪ᆅ形やṔྐ的な発ᒎなどᮾிを理ゎ

できる要⣲を┒り㎸ࡴ㸪のྛ点である。これらは㸪

おⲔのỈዪ子大学の࣑ࢥࠕュࢸࢽィ心理学特論ࠖ

にも㐺した内容と考えた。 
 ⚾立学ᰯ進学者が多い㒔心㸪Ụᡞ᝟⥴を残すୗ

⏫㸪新ఫẸの多い臨ᾏᆅ༊など㸪㒔内のᆅᇦ特性

はᵝࠎであり㸪それらを⫼ᬒに㸪公立学ᰯには㸪

ᆅᇦのᮇᚅを⫼㈇っての事᝟やᆅᇦの実᝟を㇟ᚩ

する子どもたちの支援ࢽーࢬがある。2016年ኟの

セスࢡ࢔ラムでは㸪おⲔのỈዪ子大学からࢢࣟࣉ

しやすいᆅᇦを୰心に㸪外ᅜே࣑ࢥュࢸࢽィやᆅ

ᇦ特性が㢧ⴭなᆅᇦ㸪日本やᮾிのṔྐをឤࡌら

れるᆅᇦ・᪋タなどをࣉࢵ࢔ࢡࢵࣆし㸪Ṕྐを⦪

㍈㸪ᆅᇦをᶓ㍈とした後㏙のようなࢢࣟࣉラムを

考᱌した。文化᪋タ見学には㸪事๓の予⣙やᡴち

タンでࢵࣁ㸪ᩱ㔠のၥ題などがある。࣐ンࡏࢃྜ

のNYITࢢࣟࣉラムでは㸪ఱ年もかけて充実さࡏ

てきたとのことであり㸪同ᵝの充実は㸪ึᅇでは

㝈⏺もあると考えられ㸪かࢃりにṔྐを㍈とする

ことで㸪⌧在のᮾிの学ᰯや子ども㸪教師や SC
との交ὶが㸪その⫼ᬒとなるṔྐ的・文化的な理

ゎとの繋がりによって῝まることをពᅗした。 
 
2．2016年夏のプログラム 

 2016 年ኟに行ったࢢࣟࣉラムは㸪ࠕSC の多文

化ࢥンࢸࣆンスࠖを主題に㸪多文化について㸪ᆅ

ᇦをめࡄりṔྐをឤࡌることで㸪文化の形ᡂ㐣⛬

やಶே࡬のᙳ㡪を理ゎし㸪日本の文化や⌧代♫఍

が子どもに୚えるᙳ㡪を理ゎすることで㸪多文化

 。らいとしたࡡンスを得ることをࢸࣆンࢥ
ලయ的なᤵᴗのᴫ要は表1の㏻りである。この

他㸪日本ே学生が教師・ࢳューター役となっての

日本ㄒレࢵスンや㸪ࠕ日本の学ᰯไ度 日本の学ࠕࠖ

ᰯ文化 ዪ性のᑵປࠕࠖ ー࣐ࢸᑡ子化ࠖなどからࠕࠖ

を㑅ࢇで日本ே学生が5ศ⛬度ࣉレࢮンする時間㸪 
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表１ 2016年夏プログラムの概要 

 
඲員でឤ᝿➼を共有する時間などを学内で行った。

日本ே学生は⯆࿡のある日だけの⫈講ཧ加もྍと

し㸪2 日┠と 3 日┠の公㛤講ᗙ・リࣝࢡー࣡ࢺー

ス研✲ᡤによる講⩏・見学は自由ཧ加とした上ࢡ

で㸪4日間ྛ4࣐ࢥの㞟୰講⩏とした。 
以ୗ日ẖに㸪ࢢࣟࣉラムのᴫ要をሗ࿌する。 
 

�）ึ日  
ึ日は㸪ࠕ日本の学ᰯと⌧代ྐ をࠖ主題に㸪大学

での࢜リ࢚ンࢸーࢩョン後㸪公立୰学ᰯでの見学

と SC との交ὶ㸪大学生༠での᫨㣗を⤒て㸪㟹ᅜ

⚄♫から᫛࿴㤋を見学しⓚᒃ࿘㎶を歩いた。 
 ᮅの࢜リ࢚ンࢸーࢩョンでは㸪NYIT 学生の来

日から大学฿╔までの༳㇟を⪺き㸪ᮾிの⡆༢な

ᆅ理的特ᚩとỤᡞから⌧代࡬のኚ㑄㸪見学するྛ

ᆅᇦと学ᰯの特ᚩなどを教員からㄝ᫂した。 
 NYIT 学生からは㸪言ㄒが㏻ࡌないᅜに来た୙

Ᏻឤや㸪公共交㏻ᶵ関での㟼かさ㸪᪩ᮅから㐨㊰

ᤲ㝖をするఫẸなど㸪日本ேの࣐ࢼーのⰋさ࡬の

㦫きなどが多くㄒられ㸪来日そのものが大きな࢖

ンパࢺࢡとなったことがうかがえた。日本ே学生

も㸪NYIT 学生の┠を㏻して、あらためて日本の

文化やᆅᇦの特ᚩにẼ࡙くᵝ子だった。 
 ୰学ᰯ見学では㸪教ᐊや学ᰯᅗ᭩㤋・య育㤋・

 ーࣝ・⨾⾡ᐊ➼のᑓ⛉教ᐊなどᰯ内見学の他㸪ࣉ

 

 
部活見学では部活動でⓏᰯした生ᚐたちと交ὶし㸪 
相談ᐊ見学では SC とも交ὶした。୙Ⓩᰯ支援や

いࡌめ㜵Ṇはもちࢇࢁ㸪特ู支援教育をྵࡴㅖ点

について大ኚ活発な㉁␲ᛂ⟅があった。NYIT 学

生は㸪大学院生とはいえ㸪࡯とࢇどが⌧役 SC で

あり㸪それだけに実㊶的な㉁ၥが次ࠎとฟされた。 
 大学生༠での᫨㣗య㦂の後㸪㟹ᅜ⚄♫を見学し 
ながら㸪༓㫽ࣨῡ㸪᫛࿴㤋の㡰に見学をした。大

学からࢡ࢔セスがよく㸪8 ᭶ึ᪪でཎ⇿ᢞୗや⤊

ᡓのヰ題が多い時ᮇであったことからこのࣝーࢺ

とした。᫛࿴㤋では㸪ⱥㄒの㡢ኌ࢞ࢻ࢖を㢗りに㸪

➨஧次ୡ⏺大ᡓ当時の生活をయ㦂できるᒎ♧や㸪

⡿ᅜ立公文᭩㤋がᡤⶶする大ᡓ直後のᫎ࢜ࢹࣅീ

などを㸪ⓙ㸪長時間にࢃたり⇕心に見学していた。

ᡓἐ者のศᕸや数㸪学❺␯㛤など㸪当時の子ども

のᬽらしやᡓ後日本のฟ発点を▱るᶵ఍となった。

日本ே学生にとってもึめて▱ることがあり㸪外

ᅜே学生と共に㸪あらためて日本についてẼ࡙く

ことが௒ᅇのᤵᴗの୰心となることをឤࡌさࡏた。 
�）2日┠ 

 2 日┠は㸪多文化理ゎの必要性について考える

日とし㸪ࠕBecoming a Culturally Competent  
School Counselor とࠖ題した➨஧➹者Dahir教ᤵ

の公㛤講ᗙであった。㐲方からも⌧役 SC の方ࠎ

が多数ཧ加され㸪講₇後には活発な㆟論が交ࢃさ

日にち 講義テーマ 概要 

初日 学校と昭和の歴史 公立中学校訪問，靖国神社，昭和館，皇居見学 

2日目 多文化理解の必要性 Dahir教授公開講演，日本のSCとの交流 

3日目 現代日本理解：現代日本の

労働市場とキャリア教育 

リクルートワークス研究所訪問，東京駅周辺ビジネス街見学，上野公園博

物館見学 

4日目 江戸から明治，現代の子ど

も若者 

江戸東京博物館見学，浅草～御茶ノ水～本郷界隈（含む湯島天神）散策，

青少年プラザ訪問（中高生との交流） 

5日目 日本のしきたりと世代差 日本の結婚と家族の世代間格差（ゲストスピーカー講演），茶室での茶道体

験 

6日目 多文化な今日の日本 しんじゅく多文化共生プラザ訪問，コリアンタウン・ムスリムタウン散策 



 ఀ⸨ ள▮子・Carol Dahir㸸ᅜ㝿༠ാによるスࢡーࣝカ࢘ンセラー教育のヨࡳ㸸ࢽューࣚーࢡᕤ⛉大学との多文化理ゎのための共同ᤵᴗ 5
 

れた。SC の多文化理ゎや支援についての㆟論が

多く㸪日本の学ᰯ⌧ሙでも㸪ᾏ外にࣝーࢶをᣢつ

ඣ❺・生ᚐ࡬のᑐᛂが増え㸪多文化理ゎスキࣝが

求められていることを実ឤした。 
�）3日┠ 

 3日┠は㸪ࠕ⌧代日本理ゎ㸸⌧代日本のປാᕷሙ

とキࣕリ࢔教育ࠖと題して㸪リࣝࢡー࣡ࢺーࢡス

研✲ᡤの༠力で㸪ᮾி㥐㏆くの࢖ンࢸリジ࢙ンࢺ

にあった同研✲ᡤ（当時）に㉱き㸪研✲員のࣝࣅ

方から㸪㠀ṇつປാ者の増加など日本のປാᕷሙ

の動向と㸪㏆年のキࣕリ࢔教育とそのᨵ㠉➼につ

いて発表して㡬いた。 
 ึ日の᫛࿴㤋で見た 年のᮾிとは␗なるࣔࢲ

ンなᮾி㒔心部で㸪⌧在の日本がᢪえる課題を▱

るᶵ఍となった。⡿ᅜのSC の 3 大支援㡿ᇦのࡦ

とつはキࣕリ࢔支援であり㸪キࣕリ࢔教育やその

⫼後にあるປാᕷሙのၥ題にも㸪NYIT 学生は⯆

࿡をࡦかれたらしく㸪活発な㉁␲ᛂ⟅があった。 
 ༗後はそのまま上㔝࡬と⛣動し㸪上㔝公ᅬの見

学とした。༤≀㤋㸪動≀ᅬなどそれࡒれ⯆࿡にᛂ

 。ての見学となったࡌ
 この 2 日┠㸪3 日┠は㸪日本ே学生には自由ཧ

加とし㸪NYIT 学生はᅵ日の自由行動の‽備もව

 。ムなどに័れるᮇ間になったࢸスࢩて㸪交㏻ࡡ
�）4日┠ 

 4日┠は㸪ࠕỤᡞから᫂἞のኚ㑄と⌧代の子ども

ⱝ者理ゎࠖを主題に㸪༗๓୰はỤᡞᮾி༤≀㤋を

見学し㸪⯪でቚ⏣ᕝをὸⲡ࡬とΏり㸪ὸⲡᑎ࿘㎶

で自由に᫨㣗。その後㸪ᚚⲔࣀỈに⛣動してᓥ‮

ኳ⚄➼大学発⚈のᆅを見ながら本㒓⏺㝰࡬と本㒓

ྎᆅをⓏり㸪㟷ᑡ年ࣉラࢨをゼၥして㸪ᮾி大学

を見学してኤ㣗という┒りἑᒣのࢥースであった。 
 Ụᡞᮾி༤≀㤋では㸪事๓に‽備してⱥㄒの࢞

ーにཧ加した。⣽かいṔྐには⯆࿡がな࢔ࢶࢻ࢖

い学生もいたが㸪Ụᡞ時代のᮾிの発ᒎや㸪当時

のᬽらしなど㸪日本的な᝟⥴をᴦしࡴことができ

た。そのままᅜᢏ㤋をᶓษって㸪ቚ⏣ᕝを⯪でΏ

りὸⲡ࡬。ேΰࡳだったが㸪自由行動で᫨㣗とὸ

ⲡᑎ見学などをし㸪ᚚⲔࣀỈ㥐࡬と⛣動した。ᚚ

ⲔࣀỈ㥐そࡤの᫂἞のᘓ⠏≀ࢥࢽラ࢖ᇽを見学す

る学生もおり㸪Ụᡞから᫂἞࡬のኚ㑄を⫙でឤࡌ

るࢥースであった。 
 㟷ᑡ年ࣉラࢨとは㸪ఱ度か事๓にᡴちྜࡏࢃ㸪

᪋タ見学➼だけでなく㸪཮方に฼点のある見学を

とヰしྜった。⤖ᯝとして㸪㟷ᑡ年ࣉラࢨで᭶に

一ᅇ定例で行ࢃれているⱥ఍ヰ࣋࢖ンࢺに㸪

NYIT 学生が㣕びධりཧ加する形で୰㧗生と交ὶ

した。ⱥㄒでのࢤームを㟷ᑡ年ࣉラࢨのⱥㄒ࢖ン

スࢺラࢡターのリーࢻで㸪NYIT 学生と日本ே୰

㧗生とが一⥴にᴦしࢇだ。また㸪᪋タ見学でも㸪

NYIT 学生は✚ᴟ的に来㤋୰の୰㧗生にⱥㄒでヰ

しかけ㸪スタࢵフにさまࡊまな㉁ၥをしていた。

᪋タ見学後は㸪スタࢵフから㸪当㟷ᑡ年ࣉラࢨを

運営する NPO の事ᴗ内容やⱝ者支援の内容➼に

ついて発表を⪺き㸪㉁␲ᛂ⟅を行った。㟷ᑡ年ࣉ

ラࢨでの子どもたちの姿や㸪ᐙᗞでも学ᰯでもな

い➨୕のሙで支援を行う NPO のヰを⪺き㸪日本

の子ども支援に理ゎを῝めた。その後㸪ᮾி大学

キࣕンパスを㏻り㸪学生⾤でኤ㣗となった。 
�）5日┠ 

 5日┠は㸪ࠕ日本のしきたりとୡ代ᕪ をࠖ主題に㸪

⤖፧をめࡄるࢤスࢺスࣆーカーのヰと㸪Ⲕ㐨య㦂

を行った。 
日本の⤖፧とᐙ᪘のୡ代間ᕪについて㸪⤖፧を

間㏆に᥍えた SC から⤖፧観のୡ代間ᕪや㸪࣡ー

ランスなど㸪自らの⤒㦂を㋃まえたࣂ・フ࢖ラࢡ

講ヰを⫈いた。同ୡ代の者㸪また㸪同ࡌ SC とし

て㸪⤖፧をめࡄって᫂らかになるୡ代間・⏨ዪ間

のఏ⤫や࣡ーࢡラ࢖フ・ࣂランス࡬のព㆑のᕪに

ついて㸪日⡿のཧ加者ともに共ឤすることがあっ

たようで㸪ᅜを㉸えた㆟論が┒り上がった。 
༗後はおⲔのỈዪ子大学がᡤ有するⲔᐊࠕⰾ㤶

ᗡࠖにて㸪Ⲕ㐨部の༠力を得てⲔ㐨య㦂をした。

␚にṇᗙする㞴しさや㸪⌋しい࿴Ⳬ子㸪సἲやし

きたり㸪Ⲕᐊのᘓ⠏ᵝᘧなど㸪NYIT 学生にとっ

ては㸪自ᅜの文化とのあまりの㐪いに㥆ᰁめない
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ᵝ子もあったが㸪㈗重なయ㦂となった。 
 またึ日とこの日㸪最⤊日には㸪᪩ᮅに日本ㄒ

講ᗙを行い㸪日本ㄒの文Ꮠの௙⤌ࡳや⡆༢な఍ヰ

などを日本ே学生とNYIT学生が࣌࢔になって学

 。ョンも行ったࢩࢵセࡪ
�）6日┠ 

 6 日┠は㸪༗๓୰に大学で日本ㄒ講ᗙやまとめ

のレ࣏ーࢺసᡂなどを行った後㸪༗後は㸪新大ஂ

ಖࢥリ࢔ンタ࢘ンと㸪㞄᥋するムスリムᶓ୎㸪ḷ

⯙ఄ⏫をᩓ⟇して㸪外ᅜேᒃఫ者と日本ேの交ὶ

や外ᅜேᒃఫ者࡬の生活᝟ሗᥦ౪などを行ってい

るࠕしࡹࡌࢇく多文化共生ࣉラࠖࢨをゼၥした。 
 しࡹࡌࢇく多文化共生ࣉラࢨでは㸪同㤋のタ置

主᪨や活動㸪外ᅜேᒃఫ者数のኚ㑄などについて

講⩏を㡬いた後㸪ᆅᇦで外ᅜேඣ❺・生ᚐもྵࡴ

子どもたち࡬の支援を行う㏆㞄の SC や学ᰯ関係

者からの講ヰもお⪺きし㸪ព見交ὶを行った。 
࣐ンࢵࣁタンでの␗文化スキࣝᤵᴗと最も㢮ఝ

した形ᘧの༙日であり㸪⌧代の多文化化した学ᰯ

での子ども支援という日⡿の㢮ఝ性をឤࡌる時間

となったようだった。 
 
3．2016年夏のプログラムからの示唆 

 以上のように㸪2016年ኟのࢢࣟࣉラムは㸪大学

外の活動が多く㸪2015年の࣐ンࢵࣁタンでの␗文

化スキࣝのᤵᴗの内容をព㆑したものだった。 
 NYIT 学生にとっては㸪実㝿にさまࡊまなᆅᇦ

をゼれて㸪そこでの支援者と交ὶすることで㸪␗

文化を多㠃的にయ㦂できるᶵ఍になった。また日

本ே学生にとっては㸪そうしたయ㦂やNYIT学生

の反ᛂなどから㸪自ศたちもẼ࡙いていなかった

日本文化やᮾிのᆅᇦ性➼について新たなẼ࡙き

を得る่⃭の多いᶵ఍となったと考えられる。 
 しかし反㠃㸪見学➼のయ㦂から学ࡪには㸪見学

を㏻してఱかにẼ࡙き㸪それを࿪ᄮし㸪ព࿡࡙け㸪

次の実㊶に活かすྛேの力が必要とされる。ゼၥ

ඛの数よりも㸪自ศの␲ၥにᛂえてもらえる㉁␲

ᛂ⟅や㸪学生相஫のやりとり㸪ᑅや大学で࿘ᅖの

ேに助けを求めながら▷いᮇ間であっても言ㄒの

␗なるᅜに自ら生活してࡳる㸪ということの方が㸪

͆᪑行͇とは␗なるᤵᴗならではの学びに繋がり

やすかったようであった。そのព࿡では㸪あえて

キࣕンパス外にฟかけなくとも㸪␗文化య㦂を日

⡿཮方の学生がయ㦂できるྍ⬟性は༑ศにあると

いうᡭごたえがあった。 
また㸪当↛ながら㸪外部との交ὶの多いᤵᴗを

が必要でࡏࢃためには㸪相当な‽備やᡴちྜࡴ⤌

あった。これまで交ὶのなかった㟷ᑡ年ࣉラࢨの

NPO やしࡹࡌࢇく多文化共生ࣉラࢨにࢥンタࢡ

をとり㸪⌧ᆅに㉱いての༠力౫㢗や事๓ᡴちྜࢺ

の࡬➼㸪᫛࿴㤋ࡏࢃをし㸪Ⲕ㐨部ともᡴちྜࡏࢃ

事๓㐃⤡㸪࿴Ⳬ子やධ㤋ᩱなどの実㈝ᚩ཰と管理

など㸪㠀ᖖに多くの‽備を行った。さらにはᡂ⏣

✵ からᑅまでの᱌内や㸪ᑅとのᡴちྜࡏࢃ㸪ᑅ

での生活の࣏ࢧーࢺ㸪ᑅで必要なᐷලのレンタࣝ

予⣙支ᡶい㸪JASSO 関係の᭩㢮やᅜ㝿課・学生

課との㐃⤡㸪ᅵ日のᅜ内⛣動やኤ㣗の࣏ࢧーࢺな

ど㸪ࢢࣟࣉラム以๓の生活支援のための‽備も⭾

大であった。᐀教やே✀㸪年㱋性ูも␗なるNYIT
学生には㸪㣗事➼でもಶูのᑐᛂが必要なሙ㠃が

多く㸪ただでさえ㞟ᅋ行動に័れていない⡿ᅜே

学生を⾤୰でᘬ⋡するのは容᫆ではなかった。࣐

ンࢵࣁタンでのᤵᴗを⤒㦂した大学院生の⿬方と

しての༠力や㸪ᛌく受けධれてくださった㟷ᑡ年

の༠力な➼ࢨラࣉく多文化共生ࡹࡌࢇ㸪しࢨラࣉ

しには行えないᤵᴗであった。JASSO のዡ学㔠

もNYIT学生にはບࡳになったが㸪㏣加᥇ᢥであ

ったため㸪᥇ᢥỴ定からࢢࣟࣉラム実᪋まで1か

᭶༙⛬しかなく㸪ཧ加学生やࢢࣟࣉラムの㐃⤡ㄪ

整に⩻ᘝされた。そうした事᝟もあって㸪඲ての

ラムを㏻ヂなしで実᪋したが㸪その点は㸪ࢢࣟࣉ

日本ே学生も最ึはᡞᝨいつつ㸪大きなၥ題もな

くᤵᴗを行え㸪௒後のⱥㄒによるᤵᴗのྍ⬟性に

ついても自ಙになった。⤊஢後は㸪次ᅇに備えて㸪

ラムと๓後の‽備➼について㸪ྛ✀㐃⤡ඛࢢࣟࣉ

をྵࡴⱥ文の備ᛀ㘓を➹者らでసᡂした。 
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4．2018年夏のプログラム 

⩣2017年には㸪2016年と同ᵝのࢢࣟࣉラム実

᪋を NYIT ഃと‽備していたが㸪JASSO の᥇ᢥ

Ỵ定時ᮇが⛅になり㸪日⛬☜ಖが㞴しくなって୰

Ṇとした。その⤒㦂を㋃まえ㸪2018年ኟには㸪ዡ

学㔠の᥇ᢥに関ࢃらࡎ㸪ᕼᮃ学生のே数がኟまで

にそࢁえࢢࣟࣉࡤラムを実᪋することとした。 
 2018年ኟのࢢࣟࣉラムでは㸪当年のおⲔのỈዪ

子大学ഃの⛉┠がࠕ学ᰯ臨床心理学特論ࠖである

ことや㸪‽備ᮇ間が▷いこと㸪2016年の⤒㦂から

ゼၥඛは数より㉁と考えられたこと㸪などを考៖

して㸪ᇶ本的に学内で㸪SC や学ᰯ臨床に関する

事᯶を日⡿で発表しྜう形ᘧとし㸪学外࡬のゼၥ

はおⲔのỈዪ子大学のᤵᴗとはษり㞳して㸪

NYIT学生と➹者らのࡳで行うこととした。NYIT
ഃでも㸪๓ᅇの⤒㦂から㸪㞟ᅋ行動が෇⁥になる

ようዪ子学生のࡳを㑅ᢤし㸪事๓の࢜リ࢚ンࢸー

のព㆑࡙け㸪࡬ョン➼でも㸪㞟ᅋ行動や㞟ᅋ生活ࢩ

ᑅのࣝーࣝࢡࢵࣈの☜認など㸪๓ᅇ以上に୎ᑀな

‽備が行ࢃれた。 
2018 年のࢢࣟࣉラムでࣉレࢮンの主題とした

内容は表2の㏻りである。日⡿の学生がⱥㄒでࣉ

レࢮンし㸪㉁␲ᛂ⟅の後㸪ࣝࢢーࣉ討㆟を行う形

とした。2018年度から公認心理師ࢢࣟࣉラムが㛤

ጞされたこともあり㸪教育⌧ሙでの課題やそれ࡬ 
 
表２ 2018年夏プログラムの概要 

のᑐᛂが㸪日⡿཮方について理ゎできるように➨

一➹者が主題をあらかࡌめ㑅定し㸪➨஧➹者と内

容のㄪ整を行った。事๓に୧大学で㸪学生のศ担

をỴめ㸪スラࢻ࢖➼の‽備を行った。ただし㸪こ

れだけでは㸪ᮾிで日本文化にᾐるという NYIT
ഃの要ㄳに୙༑ศなため㸪表2の後༙に♧した学

外でのࢢࣟࣉラムをNYIT学生のࡳ行った。すな

ラムでもゼၥした㸪㟷ᑡ年ࢢࣟࣉち㸪2016年ኟࢃ

ーࣝࢡ㸪リࢨラࣉく多文化共生ࡹࡌࢇ㸪しࢨラࣉ

ス研✲ᡤ㸪୰学ᰯのゼၥである。༤≀㤋ࢡー࣡ࢺ

➼の見学は㸪ᮾிに័れた➨஧➹者とNYIT学生

で㐺ᐅ行った。また㸪ู日には㸪ࠕSchool 
Counseling Models in Japan and in the United 
Statesࠖと題した➨஧➹者の公㛤講ᗙも行った。 
ⱥㄒでのࣉレࢮンࢸーࢩョンは㸪日本ே学生に

は㈇担であることをᠱᛕしたが㸪␃学➼のᾏ外ᒃ

ఫ⤒㦂がある学生も多く㸪ⱥㄒにⱞᡭព㆑のある

学生は㸪そうした学生と࣌࢔を⤌ࡴなどのᕤኵで

心配もᮯ៧となった。ⱝ者らしく㸪日⡿ともに㸪

パ࣡ー࣏࢖ンࢺのᅗ表や෗┿㸪動⏬➼のᕤኵもあ

る力సの発表が⥆いた。཮方のពḧ的な取り⤌ࡳ

が㸪学生相஫の交ὶもಁ進した。 
2016年ኟにもឤࡌたことだが㸪NYITから➨஧

➹者が同行することで㸪学生にとっては㸪ሙᡤは

日本であっても㸪自ᰯでのᤵᴗと同ࡌ⥭ᙇឤをも 

 1限 2限 3限 4限 

初日 オリエンテーション 
日本語講座   

日米の学校制度 日米の学校現場の課題 日米のSC制度  

2日目 日米の学校生活の実際 日米のSC活動とSC役
割  

日米のSC資格  日米のSC養成教育  

3日目 文化的所感：米国の文化
的複雑性と文化的価値 

日米の児童虐待 日米の特別支援教育 日米の不登校 

4日目 日米のいじめ 日米の教師コンサル
テーション  

日米の教師との協働およ
び保護者地域との連携   

グローバル市民とな
る：まとめと討議  

中間日 
コリアンタウン 散策 

しんじゅく多文化共
生プラザ訪問 

(移動) 青少年プラザ訪問 

中間日 
中学校見学 中学校見学 

(夜間)リクルートワーク
ス研究所訪問 
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ってᤵᴗに臨ࡳ㸪自↛と⇕心に取り⤌ࡴ姿勢がឤ

 られた。実㝿㸪ᤵᴗែ度もྵめて㸪➨஧➹者がࡌ
指導を行うሙ㠃もあり㸪学生指導という㠃でも㸪

཮方の教員がいることで学びがあった。 
ྛ時㝈では㸪当ヱ時㝈のࢸー࣐にᛂࡌて㸪15ศ

から 20 ศ⛬度のࣉレࢮンࢸーࢩョンを日⡿཮方

の担当者がそれࡒれに行ない㸪㉁␲ᛂ⟅の後㸪学

生ないし教員からヰしྜいのࢸー࣐がฟされ㸪日

⡿ΰᡂの数名のࣝࢢーࣉにศかれて㸪討㆟を行っ

た。その後㸪最後に඲యでの共有と㉁␲ᛂ⟅とい

う形でྛ時㝈が進められた。 
ึ日1時㝈┠は㸪࢜ リ࢚ンࢸーࢩョンをවࡡて㸪

日本ㄒ講ᗙで学生同士の࣑ࢥュࢽケーࢩョンをᅗ

り㸪඲యの࢞ࢲ࢖ンスなども行った。2016年ኟࣉ

ン࢖ラムでసᡂした日本ㄒ講ᗙ⏝のパ࣡ー࣏ࢢࣟ

 。資ᩱなどを活⏝できたࢺ
2 時㝈┠以㝆は㸪表 2 に♧したように㸪ྛ時㝈

のࢸー࣐は㸪日⡿཮方の教育ไ度から教育⌧ሙで

の⌧代的課題㸪日ᖖ的な学ᰯ生活の在り方や特ᚩ

（ランࢳや学ᰯ行事など）㸪いࡌめや୙Ⓩᰯᑐ⟇㸪

SCの㣴ᡂไ度や資格ไ度㸪SC㣴ᡂカリキュラム

の内容や SC の役๭㸪教師ࢥンࢸࣝࢧーࢩョンの

実㝿など㸪学ᰯ⌧ሙでの課題とᑐᛂ㸪SC の在り

方が学べるものであり㸪཮方の学生にとっても関

心の㧗いものであった。య⣔的にすべてのࢸー࣐

を学ࡪことで㸪日⡿の共㏻点や相㐪点㸪SC とし

て必要なこと㸪などについて㸪お஫いに่⃭を受

けて㸪ẖᅇ活発なࣝࢢーࣉ討㆟がなされた。 
日本ே学生は㸪௒ᅇは修士の 1㸪2 年生であっ

たため㸪学ᰯ臨床の⤒㦂もᑡない学生が多く㸪教

員から㐺ᐅ補㊊ㄝ᫂を行ったが㸪NYIT 学生の発

表を⪺いて㸪日本の⌧≧についてさらに␲ၥをᣢ

つことができたり㸪新たに関心をᢪいたりするᵝ

子が見られた。他方NYIT学生は㸪௒ᅇも࡯とࢇ

どが࢖ンターンࣉࢵࢩ➼で SC 実㊶の⤒㦂者であ

った。そのため㸪NYIT 学生の発表は㸪ヲ⣽かつ

リ࢔リࢸィがあり㸪自らの⤒㦂を㋃まえた㏕力あ

る発表であった。NYIT 学生には SC ⤒㦂のない

日本ே学生の発表がやや≀㊊りない点もあったか

とᛮうが㸪日本ே学生は多いに่⃭を受けたᵝ子

であった。ASCA をどう学び㸪⌧ሙでどうࣝࢹࣔ

動くのか㸪➨一➹者にとっても理ゎが῝まるࣉレ

 。ョンであったࢩーࢸンࢮ
また㸪学外のྛᶵ関࡬のゼၥは㸪2016年ኟに次

いで2ᅇ┠であったため㸪‽備も実行もẚ㍑的ス

ムーࢬであった。 
リࣝࢡー࣡ࢺーࢡス研✲ᡤには㸪ᤵᴗ後のኤ้

にゼၥしたが㸪研✲ᡤは㖟ᗙに⛣㌿しており㸪ኪ

の㖟ᗙ見学や⤊஢後の新ᶫ㣧㣗ᗑ⾤見学など㸪ᮾ

ிの一➃を▱るᶵ఍にもなった。๓ᅇと同ᵝに㸪

ປാᕷሙとキࣕリ࢔教育について㸪最㏆の動向を

発表して㡬き㸪㉁␲ᛂ⟅を行った。 
しࡹࡌࢇく多文化共生ࣉラࢨでは㸪㈇担を考え

て SC との交ὶはࡎࡏ㸪ᾏ外ࣝーࢶをᣢつ子ども

支援の実㊶事例➼について㤋長からおヰをఛった。

༊内のあるᑠ学ᰯで㸪ᾏ外ࣝーࢶをᣢつඣ❺と日

本ேのඣ❺が㸪それࡒれのಖㆤ者の交ὶᶵ఍を増

やしたいと考え㸪子どもたち自らಖㆤ者を招く࢖

࣋ンࢺを௻⏬して㸪ಖㆤ者間交ὶをಁした事例で

あった。日本に⛣ఫして子育てする外ᅜேಖㆤ者

には㸪ᑠ学ᰯ࡬の心理的なᩜᒃも㧗く㸪外ᅜே・

日本ேともに多ᛁとあって㸪パパ཭・࣐࣐཭とな

るᶵ఍がᑡない。そのことが㸪いっそうᆅᇦでの

子育てを㞴しくしているとᑠ学生自㌟が考えて㸪

ᅜ⡠に関ࢃらࡎ㸪ぶ子でᴦしめる行事を௻⏬し㸪

ྛ自のಖㆤ者を招いたのである。たくࡳにಖㆤ者

同士を⤖び௜ける子どもたちの力にᾦする学生も

おり㸪ᾏ外ࣝーࢶをᣢつ子ども࡬の支援について

学ࡪ大ኚ有ព⩏な時間となった。 
㟷ᑡ年ࣉラࢨでは㸪2016年ኟと同ᵝに㸪定例の

ⱥㄒ࣋࢖ンࢺにཧ加した。フࣝーࣂࢶスケࢺࢵな

ど⡆༢なࢤームを㸪୰㧗生のཧ加者と一⥴にⱥㄒ

で行ったが㸪௒ᅇは㸪NPOの㈇担㍍ῶもあって㸪

NPO からのࣉレࢮンࢸーࢩョンはࡎࡏ㸪᪋タ見

学と㉁␲ᛂ⟅としたので㸪そのศ㸪ࢤームに時間

をかけてࡺっくりと୰㧗生とのᴦしい時間を㐣ご
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すことができた。また㸪㟷ᑡ年ࣉラేࢨタ教育セ

ンターのዲពで㸪教育センターの᪋タ見学や教育

センターの役๭についても学ࡪことができた。 
また㸪୰学ᰯ見学でも㸪௒ᅇは SC との交ὶを

๭ឡしたが㸪学ᰯᅗ᭩㤋のᕤኵに‶ちたレ࢘࢔࢖

とࠎや㸪ᗯୗの進㊰関係のᥖ♧≀などから㸪次ࢺ

㉁ၥがฟた。2016年ኟにはึ日だった୰学ᰯゼၥ

が㸪௒ᅇは最⤊日だったことで㸪2016年ኟよりも㸪

ⴠち╔いてࡌっくりとゼၥができた。NYIT 学生

がゼၥ時にはすでに㸪日本の教育⌧ሙやその課題

についてᤵᴗから▱㆑を得ていたことや㸪最⤊日

だことをまとめながら㸪㉁␲ࢇえに⁫在୰に学ࡺ

ができ㸪有ព⩏であった。ゼၥඛの㒔ྜやᬺの関

係もあるので㸪ࢢࣟࣉラムを大学の㒔ྜでỴめる

ことは㞴しいが㸪ࢢࣟࣉラム඲యのᵓᡂを考えて

配置することも当↛ながら重要と考えられた。 
 
5．2018年夏のプログラムからの示唆 

このように 2018 年ኟのࢢࣟࣉラムでは㸪2016
年ኟの⤒㦂も㋃まえて㸪なるべく↓理なく῝い学

びができるよう㸪࣑ࢥュࢸࢽィゼၥᆺのᤵᴗとは

␗なる㸪学内での発表୰心のࢢࣟࣉラムとした。 
特に㸪2018 年ኟのࢢࣟࣉラムは㸪学ᰯ臨床や

SC についての発表を 4 日間にࢃたって重ࡡてい

くことで㸪日⡿཮方の学生にとって㸪文化理ゎの

ど点をᗈげると同時に㸪学ᰯ臨床や SC 活動につ

いて㸪理ゎとᛮ考を῝めながら㸪᫨㣗時もྵめて

より῝い交ὶができたことが大きな཰✭であった。

大学内での₇習形ᘧのᤵᴗを日⡿共同で行えたこ

とは㸪௒後の㢮ఝのヨࡳにも♧၀となると考えら

れた。部ศ的に日本ㄒでの補㊊ㄝ᫂は行ったが㸪

4 日間の学生のⱥㄒ࣑ࢥュࢽケーࢩョン力の向上

はめࡊましく㸪大学内で長時間ࣝࢢーࣉ討㆟を行

ったことで㸪ⱥㄒ࣑ࢥュࢽケーࢩョンスキࣝのカ

⦎にもなり㸪予᝿以上のຠᯝがあった。 
NYIT 学生にとっては㸪大学内での討㆟㸪学外

ゼၥඛでの㉁␲ᛂ⟅㸪自由時間のྛ自それࡒれの

⯆࿡にᛂࡌたᮾி（日本）య㦂㸪という3ᒙでᵓ

ᡂされたࢢࣟࣉラムであったが㸪自由時間を㐺ษ

に⏝いることで㸪ゼၥඛのᑡなさを補うことはྍ

⬟であり㸪ࡴしࢁ㸪学内で長時間にࢃたって日本

ே学生と交ὶできたことが㸪ಶே的なゼ日᪑行で

は得られない学びのᶵ఍となったようだった。 
 

Ⅲ プログラムからの示唆 

 以上のように㸪2016年ኟと2018年ኟのࢢࣟࣉ

ラムは㸪NYIT 学生にとっても日本ே学生にとっ

ても㸪自らの␗文化య㦂を㏻して㸪ேࠎのᬽらし

の⫼後にある文化の多ᵝ性とそのព࿡㸪そうした

♫఍文化的㐪いを⫼ᬒにした子どもの支援ࢽーࢬ

や SC 活動の㐪いと㸪文化ᕪを㉸えた本㉁的な共

㏻性について学ࡪものであった。 
 ➨஧➹者は㸪日本以外でも㢮ఝのᅜ㝿༠ാによ

るᤵᴗを⤒㦂している。その୰で㸪௒ᅇの2つの

ラムを㏻した♧၀としては㸪最▷でも2週ࢢࣟࣉ

間の⁫在㸪2018年ኟのࢢࣟࣉラムのような㸪より

῝い文化的理ゎとᑐヰをྍ⬟にするࢢࣟࣉラムの

重要性であった。2018年ኟのࢢࣟࣉラムでは㸪༗

๓༗後の発表と᫨㣗で㸪日⡿の学生が࢔カࢵ࣑ࢹ

  。にもぶしく交ὶできたࢺー࣋࢖ラࣉにもࢡ
2016 年ኟࢢࣟࣉラムの NYIT 学生からは㸪例

えࡤ次の主᪨のឤ᝿もあった。“自ศのഴ⫈スキࣝ

を最大㝈使い㸪それは཭᝟を育ࡴ▐間なった。共

㏻点を実ឤし㸪㐪いも理ゎできた。日本ே学生の

♫఍࡬の見方を▱り、♫఍にᑐする新しい考えを

学び㸪以๓より文化にᩄឤになって⾤を歩けた。” 
 また㸪同ᵝに 2018 年ኟࢢࣟࣉラムのNYIT 学

生からは㸪次のようなឤ᝿があった。͆日本ே学生

がよりᗈいど点から学ᰯ文化を考え㸪それをኚ化

さࡏるࢹ࢖࢔ィ࢔にẼ࡙くことに㈉⊩できたとᛮ

う。このことは㸪日本ே学生が日本の学ᰯでᖖ໅

の SC としてാけるようになったときにも役立つ

とᛮう 㸪͇͆ ラムにཧ加して㸪⛣Ẹのᅜといࢢࣟࣉ

うのが࣓࢔リカであり㸪そこには多ᵝな文化があ

ることを実ឤした。࣓࢔リカは␗なるᅜࠎからで

きていて㸪ࡦとつのᇶ‽をᢲし௜けることは㞴し



10 おⲔのỈዪ子大学心理臨床相談センター紀要 ➨ 21 号 2019 年  
 

いことにもẼ࡙いた。日本は㸪࣓࢔リカにẚべて

༢一性の㧗いᅜであるため㸪考え方や౯್や習័

が容᫆にᅜ内にᗈがりやすいとᛮった 㸪͇͆ 日本で

のึ日をᛮいฟすと㸪␗ᅜの言ⴥや㣗べ≀や習័

に័れ㸪඲てを取り㎸もうとすることで㸪自ศは

ᾘ⪖しきっていた。このయ㦂は㸪新しく⛣ఫして

きた子どもたち࡬のこれまでとは඲く␗なる新し

い共ឤを⚾に育ࢇだ。͇  
これらのឤ᝿㸪特に最後のឤ᝿に㇟ᚩされるよ

うに㸪自ら␗文化とฟྜい㸪␗文化にᾐることで㸪

文Ꮠの上で学ࡪ␗文化理ゎとは␗なる次元で㸪2
つのࢢࣟࣉラムは㸪ᾏ外ࣝーࢶをᣢつ子ども㐩の㸪

見えにくいが大きなᅔ㞴や支援ࢽーࢬを㸪リ࢔リ

 。ィをもって理ゎするᶵ఍となったと考えられるࢸ
学ၥ的な学習と㸪య㦂学習のࣂランスをどうと

るかはヨ行㘒ㄗであるが㸪2018年ኟのࢢࣟࣉラム

のように㸪学生間の交ὶをᅗりながら㸪␗なる文

化的な⫼ᬒ࡬の理ゎを῝め㸪ྜ間に見学やゼၥを

行うことで㸪より῝い学びがྍ⬟と考えられた。

こうしたᅜ㝿༠ാによる共同ᤵᴗは㸪཮方の大学

の理ゎによって㸪学生にとって㈗重な学びのᶵ఍

となり㸪また㸪SC 活動という点でも㸪子ども理

ゎを支える㈗重なయ㦂と考えられた。SC の多文

化理ゎスキࣝの向上には㸪ᒚ修したᤵᴗ数も重要

な要⣲と言ࢃれる（Pietrantoni㸪2019）。ᑡしで

もこうしたᤵᴗ・య㦂は有ຠと考えられる。 
本㑥では㸪⌧役 SC でも㸪カ࢘ンセリンࢢやࢥ

ンࢸࣝࢧーࢩョンのᇶ本ᢏ⬟や学ᰯでの SC 活動

࿘▱など㸪いࡤࢃSC活動のධりཱྀで課題をឤࡌ㸪

ຠ力ឤをపୗさࡏてしまう例がある（ఀ⸨㸪2017）。
他方㸪SC 活動をయ⣔的に学ࢇだ NYIT 学生は㸪

ASCAࣔࣝࢹを学習し活⏝できるから見㏻しをも

って SC 活動ができる㸪と自ಙをもってㄒってい

た。2 ᅇの共同ᤵᴗからឤࡌることは㸪య⣔的な

活動ࣔࣝࢹにᛂࡌたయ⣔的カリキュラムの重要性

である。␗文化࡬の࣐࢖ージョンなどಶࠎのᤵᴗ

におけるయ㦂学習と SC 活動が自↛と⤖びつき, 
Ὕᐹに繋がるためには㸪࢖ンターンࣉࢵࢩなど学

ᰯ⌧ሙでの SC 実習だけでなく㸪実㊶のᇶ┙とな

る SC 実㊶に༶した理論やࣔࣝࢹにᇶ࡙くయ⣔的

学習が必要と考えられる。⌧在㸪臨床心理士ࣟࣉ

ラムの長時ࢢࣟࣉラムだけでなく㸪公認心理師ࢢ

間にࢃたる実習が行ࢃれているが㸪それを実㊶に

繋がるὝᐹに‶ちた学びとするには㸪活動ࣔࣝࢹ

や理論のయ⣔的な学びと㸪௒ᅇのような࣑ࢼ࢖ࢲ

ᤵᴗのᕤኵがࡴなయ㦂によるὝᐹやኚ化をྵࢡࢵ

必要ではないだࢁうか。多文化理ゎや進㊰・学習

など SC 活動に必㡲な事㡯をྵࡳ㸪かつ㸪理論と

య㦂を繋ࡂ㸪Ẽ࡙きをಁすయ⣔的学習のᕤኵが�

本㑥でもますます求められていると考えられた。 
 

文⊩ 
CACREP (n.d.)㸬2016 CACREP Standards. 

Retrieved from http://www.cacrep.org/wp- 
content/uploads/2018/05/2016-Standards-with- 
Glossary-5.3.2018.pdf (September 23, 2019) 

ఀ⸨ ள▮子 (2017).スࢡーࣝカ࢘ンセラーが⇞えᑾき

ないために学ࡪべきことはఱかղ̿スࢡーࣝカ࢘

ンセラーㄪᰝから得られた実㊶の課題̿ 心理臨

床学఍➨36ᅇ大఍発表論文㞟㸪421. 
ఀ⸨ ள▮子・ึ ⃝ ᐉ子・ᐑ部 ⥳・Ⳮⵦ ▱ ・ెDahir㸪

C. (2016). ⡿ᅜのSC㣴ᡂに学ࢽ̿ࡪューࣚーࢡᕤ

⛉大学多文化スキ ーのయ㦂からࢼーセ࣑࣐ࢧࣝ・  ̿  

おⲔのỈዪ子大学心理臨床相談センター紀要㸪 
17㸪77-88㸬 

Pietrantoni, Z., & Glance, D. (2019). Multicultural 
competency training of school counselor trainees: 
Development of the social class and classism 
training questionnaire. Journal of Multicultural 
Counseling and Development, 47(1), 2-18. 

Stone, C., & Dahir, C. A. (2016). The transformed 
school counselor (Third ed.). GB: Cengage 
Learning. 

 


	心理臨床相談センター紀要 第21号 2019（納品）.pdfから挿入したしおり
	2100　巻頭言
	2101　伊藤
	2102　早川
	2103　永田
	2104　中條
	2105　鈴木・石丸
	2106　半田・伊藤
	2107　山口
	2108　森・石丸
	2109　活動報告
	2110　研究会報告
	2111　相談室員業績目録
	2112　心理相談受託規程
	2113　投稿および編集規程
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ


